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【手続補正書】
【提出日】平成29年7月20日(2017.7.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ベント部を有する押出機に、液晶ポリエステルと多価アルコール脂肪酸エステルと無機
充填材とを供給し、前記ベント部の減圧度がゲージ圧で－０．０６ＭＰａ以下の状態で、
溶融混練し、
　前記押出機は、メインフィード口と、前記メインフィード口から下流側に設けられたサ
イドフィード口と、を備え、
　前記液晶ポリエステルと前記多価アルコール脂肪酸エステルとを前記メインフィード口
のみから供給し、
　前記無機充填材を前記サイドフィード口のみから供給して溶融混練する組成物の製造方
法。
【請求項２】
　前記多価アルコール脂肪酸エステルの多価アルコールがペンタエリスリトールまたはジ
ペンタエリスリトールである請求項１に記載の組成物の製造方法。
【請求項３】
　前記多価アルコール脂肪酸エステルの脂肪酸の炭素数が１０～２２である請求項２に記
載の組成物の製造方法。
【請求項４】
　前記多価アルコール脂肪酸エステルの供給量が、液晶ポリエステル１００質量部に対し
て、０．１～１．０質量部である請求項１～３のいずれか１項に記載の組成物の製造方法
。
【請求項５】
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　熱重量分析により求められる前記多価アルコール脂肪酸エステルの５％重量減少温度が
、２５０℃以上である請求項１～４のいずれか１項に記載の組成物の製造方法。
【請求項６】
　前記液晶ポリエステルの流動開始温度が、２８０℃以上である請求項１～５のいずれか
１項に記載の組成物の製造方法。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれか１項に記載の製造方法により組成物を得、この組成物を成形す
る液晶ポリエステル成形体の製造方法。
【請求項８】
　前記液晶ポリエステル成形体が、厚さ１ｍｍ以下の薄肉部を有する成形体である請求項
７に記載の液晶ポリエステル成形体の製造方法。
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